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下重体前葉の PAS 反応陽性物質は，下垂体向腺ホルモンのうちFSH， LHおよび TSH の糖蛋白ホ Jレモ
ンないしはそれらの担荷荷体を示すといい， Purves らは乙れらの分泌細胞を包体形と分布とからおのお
のを識別し， TSH 産生細胞すなわち thyrotrophs は前葉中央部に主として存在すると記載しているの下
垂体前葉 PAS 陽性細胞の四季観察からTSH 産生能の年間変化を窺おうとした。
(万法)
1) 生後 3ヶ月の成熟雄ラットを室温に 4 ， 6 月を除く各月， 4 匹ず、つ，少くとも 1 週間飼育，経過を観察
して致死，下主体刻出，ついで Zenker-Formol 固定， 4.5μ 切片作成し， PAS染色， T richrome-P AS 染
色， Mallory 染色を行った。
2) 5 月中旬， 7 月下旬の 2 回， 2 0C 冷房室への低温曝露を 2 日， 1週， 2週， 3週コ 5 月中旬， 320C"'-'340C 
高温曝露を 2 日， 1週， 2 週。 8 月中旬夏期旬I!化時から 20 0C ， 60%恒温恒湿宅移転 1 ;且， 2 週のラット下
重体所見を観察，さきの年聞にわたる所見と照応した。
(結果)
1)前葉 PAS 陽性細胞(以下 3 細胞という)は， 前葉先端部の中葉に接する古1) f立に I血管埜 iこ密集して 1字
在する一群と，前葉の中央部を中心に脊在する一群とに分けられるロ
春秋の中間期には前葉中央部の 3 細胞ぽ楕円形から多角形の種々の形をとり，また PAS 陽性度も種々
の程度のものがあるが，概して前葉先端部のβ細胞よりも PAS反応に強染するつ夏期においては，この
β 細胞は胞体の萎縮，不定形化が目立ち， PAS 反応には一様に強染する。冬期には中央部 β 細胞D脱
頼粒がおこれ同一標本の前葉先端部の β 細胞の PAS 反応よりも弱い，このような機能元進を思わせ
る細胞から胞体に班状の PAS 陽性部分をもっ β 細胞，また 2 例に甲状腺別出細胞 (T 細胞)に近い
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と思われる細胞がみられた。これに対して前葉先端部のいわゆる sex-zone の β 細胞は著しい年聞の変
化はみられなかった。
2) 5 月中旬(平均室温 20 0C) , 2 0C冷芳室への寒冷曝露においては，曝露 2 日， 1週でα細胞から α 頼粒
はほとんど消失する門全細胞の核明調となるの 2 週より β 細胞が前葉中央部に集中してきたように，胞
体丸味を帯び，明瞭な Golgi 陰像， PAS 陽性頼粒を多量にもつβ細胞が出現する。この変化は 3 週には
より著明であり， α 頼粒は脱落したままである口
320 C'"'-31 0 C 高温曝露では中央部 β 細胞の萎縮が現われるが，前葉先端部の β 細胞は， 2 週において胞
体頼粒の濃縮，胞体の萎縮角化，細胞配 111の乱れを示すが，中央部 β細胞の萎縮退行の変化がさきに現わ
オl るつ
3) 盛夏期室温馴化ラットを 20 0C 恒温室に移した際， α 頼粒の増加による α 細胞の染色性の増加と T 細
胞が微細な β 頼粒を有し， r 細胞， β細胞両者の移行像と思われるもの，および退行していた β 細胞の
胞体肥大し，そのβ頼粒が識別されるものが著しく増している。
4) 2) の所見で低温曝露における胞体の大きい球形ないし角形をした濃厚な!頼粒をもっ中央部に集中し
た β 細胞は，年間観察からの所見に見られなかったロ 7 月ド旬，寒冷曝露をくりかえした。曝露 2 日の
所見は α頼粒消失したが， 1 週以後 α 細胞の頼粒新生が明瞭であるゥ 1 週以後 β 細胞は退行型から大き
さを増し， 2 週， 3 週においては胞体卵円形から角形の微細な頼粒をもっ大型の細胞が見られた。この
所見は 3 細胞の頼粒新生と放出が並行している像と思われる白この細胞は冬期の 3細胞の像と照合でき




1) 下重体前葉 β 細胞の四季観察と低温・高温曝露の際の所見とから， I日葉中央部を中心とする 3 細胞が
温度変化に敏感な変化をしめしたのすなわち冬期胞体頼粒脱落の機能克進像，夏期胞体萎縮・頼粒濃縮
の退行↑象を示した。
2)ζ の所見は TSH 産生細胞が主として前葉中央部に分布するという突11見を否定しえないものと考え
るつこの β細胞は脊Vくの中間期においても概して胞体不定形・ PAS 強染しており， 1, 2 月を除いて少
くとも前葉先端部の 3 細胞にくらべて，多少とも分泌機能を抑制された一種の萎縮細胞に近いと考えら
れる口ただし年聞を通じて，この 3 細胞数には差があるとはいえないの
3) 低温曝露において，必ず、しも α 細胞からの頼粒脱務が持続しないの α 頼粒脱溶して α 細胞ほとんど不





あげられていると考えられるが，本報告者はこの homeostasis 成立における下車体の位置から，同前葉 β
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細胞の季節変化・温度変化に伴う変動を PAS 反応によって形態的に観察しようとした。
被験動物に成熟雄ラットを用い，毎月 4 匹， 1 週間以上室温に飼育(年聞の最高室温 32 0C，最低室温
3 0C) したもの，および高温 (32 0C"-'34 0C) ・低温 (2 0C) 曝露 (2 日， 1 週， 2 週， 3 週)して組織標本
作製，これらの所見を照合・観察した結果，
1) 春秋の中間期において前葉中央部のβ 細胞体は卵形から方形まで種々の形をとるの概して PAS 陽性
願粒の量は多く強染している口冬期にはこの前葉中央部に分布する β 細胞には胞体からの PAS 陽性頼粒
が減少するの T-細胞(甲状腺別出細胞)と思はれる明らかに空胞形成のみられる 2 例もえたの夏期酷暑時
にはこの部の3細胞は萎縮し， PAS 反応に強染したの
2) 低温曝露において， β 細胞からの PAS 陽性頼粒の脱落 Golgi 陰像と思はれる像の明瞭なものがみら
れ，前葉中央部を中心とする d 細胞の増加がみられたの
3) 高温曝露において，前葉中央部の d細胞には胞体の萎縮がみられたの j自体は PAS 反応に強染してい
可
Q 。
4) 夏期室温 (27 0 C"-'32 0 C) 馴化ラットを 20 0C ・ 60 %恒温恒湿室へ移しにさい，前葉中央部の β 細胞
の変化は PAS 陽性頼粒が減少し，胞体縮少し丸味をもっ巴
5) 季節変化・温度変化に伴うこのような前葉日細胞の PAS 反応所見の変化を認めたが，日家所見から
は Purves らのいう "thyrotrphs" "FSH gonadotrophs" "LHgonadotrophs" の各々を識別することはでき
なかった。春秋に"thyrotrophs"型をとっているものが，冬期にはPAS 陽性!Jl i軌を減少して "thyrotrophs"
型の特徴を失うのであって Purves らの分類は ， ß細胞の現象型を示すものであ勺て，分泌細胞の種類を示
すものではないと考えざるをえなかったロしかし季配変化・温度変化による所見から前葉中央部の 3 桁胞
の変化が，前葉週辺部とくに前葉先端部の中葉に接するいわゆる "sex-zone" の d 細胞の変化にくらべて，
より大きく，早く現われることを注目した口このことは前葉中央部を主とした β 細胞￠所見が， TSH 産
生能を示すという Purves ら￠報告を全く否定するものではないと考察したの
6) この前提のもとに，本報告者は冬献の 1 ・ 2月を除いた年聞の名時拡には!日葉巾央の β 細胞は 1 ・ 2月
にくらべてより低いレベルで￠椋能(ホ Jレモン分泌 =TSH 分自主)を窺わせること。現在甲杭肱樹古ËI立体
内代詩Jの不能率化によって耐寒能土日立に寄与しているとされているが，とのような件内代誌の不能率化を
きたす著|財な時虹は d 細胞所見から 1 ・ 2月であるとしているの
TSH の chEmical assay 不能￡現在， PAS 反応所見から下主体分泌能の動態検索に一知見を加えたもの
と思料する。
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